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1. 	 動脈壁のリン脂質代謝の研究 
-Choline phosphotransferase (CPT) の性質
とその意義についてー
佐々木憲裕(千大)
粥状硬化巣ではコレステローノレエステノレの増加と共に
リン脂質の増加が認められる。粥状硬化動脈では CPT
活性の有意の上昇が認められた。 CPTの結合している
マイクロゾームを可溶化ーリポゾームの系で再構築を図
り膜のコレステローノレ含量を増加させると本酵素活性の
著明な上昇を認めた。このことより，粥状硬化巣での 
CPT活性の上昇は，細胞内膜系のコレステロール含量
の増加が膜結合性の本酵素の活性を上昇させることによ
ると思われた。 
2. 	 自然発症性高血圧ラットにおけるレニン分泌動態
に関する研究 
3. 魚指中の多価不飽和脂肪酸(エイコサペンタヱン
酸)の血小板凝集抑制作用について 
4. 	 リポ蛋白構成脂質に関する臨床的研究
大島仁士(松戸市立)
冠動脈硬化症と血清脂質との関係を明らかにするため
に虚血性心疾患々者で、冠動脈撮影を行い，その狭窄度を
調べるとともに，血清脂質を Ti42ローターを用い超遠
心法で分離し，各画分の脂質成分を検討した。血清総コ
レステロール値と中性脂肪値は，有病変群では，有意に
高く，分画では超低比重リポタンパク，低比重リポタン
パクのコレステローノレ値の上昇と，高比重リポタンパク
コレステローノレの値の低下がみとめられ，本疾患形成に
リポタンパクの関与が示唆された。 
5. 腎力リクレインの調節機序に関する基礎的臨床的
研究
高木平(千大)
腎カリクレインをアルドステロン以外が調節する可能
性を探る為臨床，基礎実験を行った。高血圧症，アルド
ステロン症患者にインドメサシン投与すると尿カリク
レイン排他量 (UKE)は著減し更に PGElの同時投与
で UKEは著増， 血竣アノレドステロン濃度 (PAC)は 
UKEと相関せず，高血圧と対照ラットにカテコラミン
合成阻害剤投与すると UKEは著減 PACは著増した。
従ってカリクレインはカテコラミン腎 PG系で調節さ
れると示唆される。 
6. 	 スルホニル尿素剤による抗脂肪分解作用の作用機
構に関する研究
尾世川正明(千大) 
SD系雄ラットの遊離脂肪細胞を用い， Sulfonyl・urea
剤 (SU剤)の膜結合性 lowkm cyclic AMP Phospho・ 
diesterase (PD ase)に及ぼす効果を検討した。 Tolhuta 
mideは PDaseを濃度依存性に活性化し， その抗脂肪
分解作用と平行した。薬理活性を持つ SU剤のみが 
PDase活性化を示し， 抗脂肪分解作用は PDase活性
化を介すると考えられた。 Trypsinによりインスリン受
容体を破壊しても PDase活性化作用は残り， SU剤の 
PDaseへの直接作用でもなく，インスリンの PDase活
性化との異同が興味深い。 
7. 	 ラット宰丸の発育に及ぼす自律神経の役割
村野俊一(千大)
生体の健全な発育には諸臓器の発育の統一性が必要で
あり，内分泌系や神経系がそのための情報伝達の役割を
果している。宰丸の発育には従来より内分泌系の支配が
知られているが，本研究では自律神経が幼若期ラットの
皐丸の発育に重要な役割を演じ，その作用は交感神経の
